
1595年 刊 テ イ シ ェ イ ラ 「日本 図 」

短期大学部 教授 河 合 忠 信

「西欧古版日本 ・アジァ地図集成」は中央

図書館所蔵稀観書群の中でユニークな存在 と

いえる。それは年代的 には1522年 ウイーン刊

行のプ トレマイオス 「中国 ・日本図」から始

まり、1880年リバプール刊行のフィリップ「朝

鮮 ・日本図」 までの124葉 に及ぶ古地図のコ

レクションで、日本が初めて世界地図上 に現

れて以来種々な経路 を経てその完全な図形完

成に至るまでの過程 を、また西欧における各

時代の地理的 日本知識の尺度 を如実に物語 る

貴重 な資料である。

ここで紹介するこの集成の一点、テイシェ

イラ 「日本図」は16世 紀西欧で多く刊行 され

た地図帳(Atlas)に 初めて掲載された独立日

本図である。本図については今日まで諸家に

よる詳細 な研究 も多 くあり、とりわけ岡本良

知 「十六世紀における日本地図の発達」昭和

48年 、東京八木書店刊,が 詳 しく、本書に拠

ってこの紹介も筆 を進めることにする。

まず初めに西欧における初期の日本図(世

界図やアジア図に現れる)に ついてそのあら

ましをみるに、主 として地中海 を中心に発達

した西欧地図がアジア、特に日本 と接触 を始

めたのは中世末期(13世 紀)か らであり、ま

た日本が西欧地図に姿 を現すようになったの

はマルコ ・ポーロに由来するジパ ング(Zipa・

ngu)が 最初 といわれるが、日本図は以後ポル

トガル人の日本渡来にいたるまでは、例 えば

上述のプ トレマイオスの 「中国 ・日本国」に

み られるように伝承 による架空の一矩形の島

に過 ぎず、その位置も推測 による不定のもの

であった。アジア極東地域 に進出 したポル ト

ガル人は1510年 にはマライ半島からイン ドシ

ナ沿岸及び中国南部 に、1530年 には 日本の九

州南部にも到達 した。それにともない従来の

ジパ ングは実在のヤパ ン(lapan)に 置 き替え

られるにいたったがそれでもやは りボル トガ

ル人による地図以外は実測 をともなわぬ伝聞

・想像 による日本島であり、島内にやはり伝

聞の地名 を書 き入れたものにす ぎなかった。.

ところで16世 紀の後半日本(九 州〉 に渡来

したポル トガル人はその地方の測量 を行 うと

ともに、その当時 日本で広 く流布 していた行

基式日本図を入手 し、それを雛形 として日本

図を作成 した。 しかし彼 らによる日本図にし

ても最初は作成者の想像 によって日本 とアジ

ア大陸の関係 など、例 えば大陸 に日本 を密着

させたもの もあり、また日本国の形状 も南北

直立形や東西 に横 たわり両端下垂形 など奇妙

な図形に変 えたもの、その上海岸線 に適宜大

小の出入 りを加 えたものが多かった。例 えば

行基図を模写 して掲載 した現存最古の地図で

あるローポ ・オーメンの世界図(1554)が そ

れである。

このローポ ・オーメンの図をは じめとし、

ポル トガルで作成 された世界図に現れる日本

図は行基式日本図 または中国書所載の行基図

日本の不完全な模写図に拠 ったものであり作

成者の想像 による作為 が加 えられ行基図本来

の形を正確 に写 したものでなかった。 またこ

れらの日本図はそれぞれの特徴 によって、即

ち本州 を大陸の半島 とするオーメ ン型 と、大

陸からはなれた大小の群島とするドウラー ド

型(ド ウラー ドの世界図,1568)に 大別 され

るが年を経 る毎に後者が主体となった。また

ポル トガル以外の西欧諸国の地図製作者の中

に若干形の整った日本図 を描 くものもあった

が、それ らにしても当時 日本人が西欧に将来

した行基図 を直接 または間接 に利用 した結果

といわれている。

独立 日本図の最初は1586年 フライブルグ刊

キサ トウス 「日本キ リス ト教記」(R.Cysaし

:WarhasstigerBerichtvondenNew

ersundnenJapponischen.Freib.,1586.)所
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テ セ イラ 「日本 図」

行 基 図(r拾 芥抄』より)
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載 の もの だ が、 この 図 で は 日本 の 位 置 は 東 経

189度 と218度 間 、北 緯29度 と40度 間 に あ り、

本 州 と九 州 を合 体 して 大 島 と し、 そ の 西 南 に

小 島 と して 四 国 を描 い て い る。 ま た この 図 に

記 入 され た 地 名 は都 を除 き当時 の イエ ズ ス会

士 の 通 信 な ど を参 考 に した もの だ ろ うが 、 ア

トラ ンダ ム に記 入 され 正 確 さ をか い て い る し、

その 島 形 も他 に類 の な い も の で あ り、 お そ ら

くこの 日本 図 は 作 成 者 の 創 案 に よ る もの で あ

っ て行 基 図 を模 した ポ ル トガ ル 人 に よ る 日本

図 の 影 響 は 殆 ど な い もの と い っ て も よ か ろ う。

さ て 中央 図 書 館 蔵 の テ イ シェ イ ラ「日本 図」

だ が、 本 図 は1595年 ア ン トワ ー プ 刊 行 の オ ル

テ リ ウ ス の 「世 界 地 図帳 」(Ortelius,Abraham:

Theatrvmorbisterrarvm.Antwerp1595)

に所 載 され た 一 葉 で 、縦42cm横56cm、 地 図 そ

の もの の サ イ ズ は 縦35cm横48cm、 筆 彩 が施 さ

れ て い る。 図上 欄 中 央 に"IAPONIAEINS・

VLAE/DESCRIPTIO./LudoicoTeisera/

auctore."と あ り、その右 に"CumImperatorio,

Regio,etBrabantiae/privilegiodecennali.

/1595."と 記 さ れ て い る。ポ ル トガ ルの 地 図

製 作 者 に よ る独 立 日本 図 と して最 初 の もの で

あ る。 作 者 テ イ シ ェ イ ラ(Teixeira,Luis>

は著 名 なポ ル トガ ルの 地 図 製 作 者 の 一 人 で あ

り、1560年 代 か ら約50年 あ ま り精 力 的 に活 躍

し、 後 年 王 室 地 図 製 作 者 に選 ば れ た ほ どの 人

物 だ が 、 今 日彼 の 作 成 した地 図 は この 「日本

図 」 を含 め 伝 存 す る も の が極 め て 少 な い。 こ

の 「日本 図 」 は 勿 論 行 基 図 に拠 っ た もの だ が、

そ れ は 本 州 の み に 限 られ 、 四 国 は ドウ ラー ド

型 を踏 襲 し、 九 州 は 当 時 我 が 国 を訪 れ た ポ ル

トガ ル 人 の 測 量 に拠 っ た もの と い わ れ る。 日

本 は 東経147度 か ら159度 の 間 、 北 緯30度 以

北 に横 た わ る図 形 で 、 そ の北 西 上 に細 長 い 島

と して の 朝鮮 図 が存 在 す る。 日本 図 を さ ら に

詳 し くみ れ ば 、 本 州 を横 断 して."IAPONIA"、

矩 形 の 四 国 島 の 下 に"TONSA"、 九州 島 の 上

部 と 中央 に わ け て"BVNGO。"の 記 述 が あ り、

本 州 で は 紀伊 、 伊 豆 の 半 島 、伊 勢 、 駿 河 、 松

島 の 各 湾 には そ れ に該 当 す る出 入 りが認 め ら

れ る が 、 加 賀 ・越 前 両 国 が拡 大 さ れ て能 登 半

島 を形 成 し、 それ とは 逆 に 越 中 ・越 後 の 両 国

に富 山 湾 が大 き く湾 入 して い る。 そ れ か ら日

本 海 に沿 っ て海 岸 線 が出 羽 国 ま で延 び て い る

が現 状 に比 べ て距 離 は 非 常 に短 くな っ て お り、

そ れ は太 平 洋 岸 で も房 総 半 島 の 南 端 か ら陸 奥

国 の北 端 ま で の海 岸 線 の 距 離 につ い て も同 様

で あ る。 ま た北 陸 地 方 と関 東 以 北 の奥 羽 地 方

が西 南 よ り東 北 へ か な り傾 斜 して い る し、 本

州 の 東 半部 の 輪 郭 の 出 入 が誇 張 して描 か れ 、

北 端 が幅 広 く角 ば っ て い る。 お そ ら く雛 形 と

さ れ た行 基 図 が数 度 に わ た っ て転 写 され る毎

に あ れ これ と歪 み や拡 張 が加 え ら れ た た め で

あ ろ う。

い う まで も な く北 海 道(蝦 夷)図 を欠 き、

ま た行 基 図 にみ られ る国 毎 の 区 画 が な く また

国 名 以 外 の地 名 の記 述 は 特 に九 州 に 多 い 。 ま

ず 本 図 記 載 の 国 名 をあ げ る と:

九 州 一BVNGO,四 国 一TONSA,

本 州 一IAPONIA

国 名:Saccuma(薩 摩),Os㎜i(大 隅),Chicugo

(筑後),Bungo(豊 後),Checugen(筑 前),

Bugen(豊 前),Figen(肥 前),Hyo(伊 予),

Samuqui(讃 岐),Tonsa(土 佐),Ava(阿

波),Nagato(長 門),Suro(周 防),Hivami

(石見),Hizumi(出 雲),Foquy(伯 者),

Inaba(因 幡),Aquy(安 芸),Vigo(備 後),

Hitchu(備 中),Mimasaka(美 作),Tagima

(但馬),Tango(丹 後),Vacasa(若 狭),

Tamba(丹 波),Farima(播 磨),Ecunocuny

(摂津 国),MEACO(京),Sacay(堺),Hi-

zumi(和 泉),Quinocuni(紀 伊 国),Hia・

mato(大 和),Xima(志 摩),Hise(伊 勢),

正{inga(伊賀),Vlluomy(近 江),Hiechigen

(越前),Canga(加 賀),Novi(能 登),Hie・

tchu(越 中),Finda(飛 騨),Rinano(信 濃),

Mino(美 濃),Vlloari(尾 張),Ioromi(遠

江),Surunga(駿 河 〉,Hizu(伊 豆),Cay

(甲斐),Hiech量go(越 後),Segemy(相 模),

Musaxi(武 蔵),Ximoccuqe(下 野),Ava

(安房),Cansusa(上 総),Simotusa(下

総),Fitachi(常 陸),Deva(出 羽),ViHo・

XO(奥 州),以 上 で 日向 、 三 河 、 上 野 、備
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前 が な い 。 国 を示 す 印 と して教 会 堂 の建 物 が

各 国 名 の傍 に描 か れ て い る が 、 九 州 で地 名 と

してFangoと 記 され て い る とこ ろ に は この 教

会 堂 が み られ な い が 、 お そ ら く 日向 の誤 記 で

あ ろ う。 主 要 な島 に つ い て は 、Ceuxima(対 馬),

Iqy(壱 岐),Vuoqui(隠 岐),Avagi(淡 路),Sando

(佐渡)が あ る が こ れ ら には 教 会 堂 が な い 、 だ

が 一 方 太 平 洋 上 に あ る二 つ の 島 、Toy(東 夷),

Gisima(伊 々 島)に は 教 会 堂 が添 え ら れ て い る。

また 北 陸 の海 上 に一 島 が描 か れBacasaと 記

され て い るが 、 こ の 島 に行 基 図 に な い も の で

あ る。 ま た堺 が 国 と して摂 津 の南 に あ る の は

誤 記 で あ り、 京(ミ ヤ コ)の み大 文 字 で記 さ

れ 、 他 に く らべ 若 干 大 き い教 会 堂 が描 か れ て

い る が、 山城 の 国 名 は除 かれ て い る。 国 名 以

外 の地 名 と して 主 な もの を あ げ れ ば 、Figi(日

出),Fumay(府 内),Xanganoxeque(佐 賀 関),Vsuqi

(臼杵 〉,Mino(美 美 津),Tenora(外 浦),Hiama・

ngava(山 川),Firando(平 戸),Xiqui(志 岐),

Itogulchima(厳 島),Argentifodina(銀 鉱 山)等

が あ る が、 これ ら は1550年 の ポ ル トガ ル船 の

日本 渡 来 に よ っ て 知 られ た もの で あ る と い わ

れ る。

尚本 図 は1595年 以 降1624年 に か け ヨー ロ ッ

パ 諸 国 語 に訳 され 、14版 を重 ね た。 ま た本 図

の 裏 面 に は マ ツ フ ェ イ に よ る 日本 に関 す る興

味 あ る長 文 が 印刷 され て い る。

岡 本 氏 に よ れ ば こ の テ イ シ ェ イ ラ 「日本 図 」

は1584-5年 頃 に南 欧 に将 来 され た行 基 図 の写

しに 日本 人 の 口授 に よ っ て 国 名 をロ ー マ 字 で

記 入 した 図 を原 図 と し、 四 国 ・九州 は ドウ ラ

ー ドの 図 を
、 また 九 州 の地 名 を も借 用 し、 さ

らに1550年 代 の ポ ル トガ ル船 の 航 海 記 録 に所

載 の地 名 も と りい れ て作 成 さ れ た もの で あ る。

い ず れ に して も本 図 は 西 欧 に お い て は じめ て

刊 行 され た独 立 日本 図 で あ り、 また16世 紀 に

お け る 日欧 文 化 交渉 の歴 史 を物 語 る重 要 な史

料 で も あ る。

*行 基式日本図:古 来より我が国において発

達 した素朴な見取 り図風の地図で、全国62箇

国 を円みをおびた曲線の輪郭で分け、佐渡 ・

隠岐 ・壱岐 ・対馬及びその他の島を周辺 に配

置 した東西 に長い地図。内閣文庫蔵のこの地

図には延暦24年(805)の 改定古図を写 したと

い う銘文があり、おそらく延暦年間にすでに

この種の地図があった。

西欧 に存在する行基図 としては、天正少年

遣欧使節が携行 した図を一行がリスボンに上

陸 しイタリアへ向か う途中、使節 に随行 した

ポルトガル人宣教師で日本の事情に詳 しい人が

この図 を写 し、使節の一人に尋ねて地名 を記

入 したものとされる写図がフィレンツェ国立

文書館に蔵 されている。この写図は南北逆の

原図 を忠実に写 し、四辺に東西南北の語 を、

上辺 と下辺 に女入国 と新羅国 についての説明

をポル トガル語で記 し、日本図には国名が記

入されているが常陸 ・武蔵 ・相模 ・越中 ・伊

勢が内陸の国になっているσ

(稀観書室兼務 書誌学専攻)
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